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87　 血漿交換が著効した全身性 エ リテ マ ト
ーデ ス （SLE）に伴う粟粒結核 関連血球貪食症候群 の 1 例
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症例 は 34歳の 男性。平成 13年 10月 頃より多発性 関節炎様症状 出現 。 12月 初旬より発熱 （38〜39℃ ）

と肝機 能障害を認 めるようになり精査 目的 にて入 院。入 院後 、抗核抗体 陽性 ・抗 ds−DNA 抗体 陽性
・
低 補

体価・リン パ 球減少などによりSLE と診断され た。12月 19 日よりプ レ ドニ ゾ ロ ン （PSL＞60mg／dayの 、平成

14 年 1 月 9 日よりス テ ロ イドパ ル ス 療法 、後療法 として 、PSL　50mg／day 及 び シ クロ ス ポリン 200mg ／day

の 投与 を行 っ た 。こ れ により SLE の 活 動性 は低下 したもの の 汎 血球 減少 を来た し、同 時 に フ ェ リチ ン

5889ng／ml 、　slL
−2R　12800U ／ml の著し い 高値を認 めたため 、骨髄穿刺 を施行 したところ血 球貪食像及 び

類 上皮細 胞 性 肉芽腫 が 、また胸部 CT に て 、多数 の び まん性 小結節影 がみ られ 、粟粒結核 関連 血球貪

食 症候群 と診断され た。これに 対し、抗結核療法 及び 血漿交換療法を 2 回施行 し たとこ ろ、汎 血球減少

とフ ェ リチン 、sIL
−2R の 著しい 改善を認 め た

。 以 上 SLE に 伴う粟粒結核 関連血球貪食症候群に 対して 、

血 漿交換療法が著効を示 した 1例を報告する。

88　　血 漿交換を施行した IgE型多発 性骨 髄腫の
一
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【症例 】73 歳 、女性 。腰痛 、全身倦怠感にて近医受診し、血液検査 で 、腎不全を指摘され 、当院紹介受

診とな っ た
。 入 院時、胸腹水 著 明、BUN 　174mg／dl、　Cr8 ．4mg ／dlで あり、経 過、画像 およびデ ー

タより急性

腎不全 と考えられた。入 院後、直ちに血液透析を開始。その後 の 精査 にて IgG、　IgA、　IgM 低値、IgE異常

高値 （39 万 IU／mD 、血液
・
尿免疫電気泳動に て M タン パ ク IgE κ 型、Bence 　Jonesタン パ クが 同定され 、

骨 髄生 検 に て も形 質細 胞が 9．5％を 占め 、IgE κ 型多発 性 骨 髄 腫 と診 断し た。腎生 検で は 、腎病 変は

paraprotein腎症 と評価 した 。 そ の 間、全 身状態は 悪化 し、化 学療法 （MP 療法 ）を開始するとともに、　M タ

ン パ ク除去 目的に血漿交換 （2重膜濾過法）を計 3回施 行した 。 炎症反応 は改善し、また、IgE値も血 漿交

換 1 回 目終 了後 には 19 万 IU／m1 、3回 目 に は 8 万 IU／ml まで 低下 し、治療 は奏効したと思われた 。 しか

し、そ の後 、著明な骨髄抑制、肺炎を呈 し 、 永 眠され た
。

【考察 】lgE 型 多発性骨髄腫 は 極めて稀な疾 患で ある。腎不全 を呈する症例は 、 非 常に 予 後が 悪 い と報

告され て い る。 今回 、 化 学療法と同 時に血漿交換を行うことにより、 炎症所 見お よび IgE 値 の 改善が得ら

れ た の で報告する。
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